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2月2日(金)、来年度入学予定の6年生と保護者の皆さんにお集まりいただ

き、学校説明会を開催しました。 

この日来校した6年生は21名。みんな間もなくスタートする中学校生活への

期待にあふれる表情で集まってくれました。 

会では、はじめに校長から本校の目標や1年間の行事等を紹介させていた

だいた後、新入生には授業見学をしてもらい、それと並行して保護者の皆様に

は説明会第1部として、中学校生活に関わる様々な説明をさせていただきまし

た。新入生の皆さんは、校長の問いかけに対する反応がよく、中学生になっても

活発に授業に参加できそうな期待がもてそうに感じました。 

  授業見学では、1年の美術、2年の理科、3年の英語の

様子を見てもらいましたが、去年までは同じ小学校で学ん

でいた先輩たちの大人びた姿や、小学校とはちょっと違う雰囲気の中学校の授業を興

味深く見つめていました。 

  保護者の皆様には、中

学校生活に関することや入

学準備に関わることなどを説明させていただきました。非常

に多くの内容になってしまったのでお疲れになったかも知れ

ませんが、熱心に耳を傾けていただきました。 

  新入生と保護者の方が合流した後は、1年生が進め

る説明会の第2部です。「生活」「学習」「テスト」「学校行事」「部活動」について説

明してもらいましたが、スライドを使ったり、クイズを交えたりして分かりやすいように工夫

してくれたおかげで、6年生の皆さんの中学校生活に対する期待もますます高まってい

たようです。前半の反応のよさはここでも発揮され、質問コーナーでは、新入生が積極

的に手を挙げて質問してくれました。それに答える1年生も大変丁寧で、中学生らしさを

感じる対応でした。1年生の皆さんが、後輩たちのために準備や練習を重ねてきたこと

が伝わる説明会だったと思います。 

  学校説明会は第2部までで終了しましたが、新入生の皆さんに

は、その後部活動見学をしてもらいまし

た。任意ということにしていましたが、新入生全員が学校に

残って見学していたようです。各部の練習の様子を見たり、

中学生に混ざって練習体験をしたりすることを通して、中学

校での放課後の活動イメージをかなり具体的にもてたので

はないかと思います。中学生も、後輩たちや保護者の方が

見つめる中で、いつも以上に張り切って練習に取り組む姿

や、練習体験で優しく教えている姿が印象的でした。 

およそ2か月後には、この21名の皆さんが西中に仲間入りします。期待と不安が入り交じった4月を迎える新入

生の「期待」をより高め、「不安」が少しでもなくなるよう、在校生、職員が温かくお迎えし、共に成長できる中学校生

活にしていきたいと思います。 

説明会第2部 

2年理科の授業見学 

説明会を前に若干緊張気味の新入生 

中学生と卓球を体験 

説明会第1部 

バレーボール部の練習を体験 



  冬休み明けから3回にわたって行ってきたスキー学習も、1月31日

(水)をもって無事終了しました。 

  最終回となった31日は、それまでの気

温の高さや降り続いた雨によって溶けた

雪が重く、1回目以上に雨が降る時間帯

も多かったのですが、生徒たちはそんな悪

条件にも負けずに、今シーズン最後のスキー学習を満

喫していました。 

  今回のスキー学習は、3回とも天候やゲレンデコン

ディションには決して恵まれなかったものの、事故やケガがなく

無事に終えられたことは何よりだったと思います。また、スキー場

が近い本校は、当たり前のように徒歩で移動していますが、毎回

スキーやシューズを持って往復する生徒たちの姿にたくましさを

感じるとともに、現地でレンタルスキーを利用する生徒は、友達

のスキー用具を持ってあげるなど思いやりのある姿も見られ、本

校の目指す「粘り強さ」や「思いやりの心」が実践されているこ

とも嬉しく感じています。 

  この度のスキー学習にあた

り、指導にご協力くださいまし

たゲノッススキークラブの皆

様、保護者の皆様には改めて

感謝申し上げます。本当にあり

がとうございました。 雨の中でしたが、最後に学年写真を撮影しました 

  2月3日(土)、協和市民会館「和ピア」を会場に、「第55回大曲仙北地

区吹奏楽連盟アンサンブルコンサート」が開催されました。本校からは、吹

奏楽部が2チームに分かれて出演し、演奏を披露しました。 

  吹奏楽部は、10月の西中祭と、テンダーヒルズへ送る動画撮影を最後

に3年生が引退し、その後は1，2年生9名で活動していますが、今回のコ

ンサートは、1，2年生メンバーになって初めての対外的な発表の場となり

ました。 

  今回のコンサートには、管打

楽器6重奏「なぞのたからばこ」

（石毛里佳 作曲）と、サクソフォン4重奏「切手のないおくりもの」（財津和

夫 作曲／西下航平 編曲）の2チームが出演し、これまでの練習の成果を

披露することができました。例年、この時期のコンサートは、感染症の流行

のために欠場する学校も多いのですが、本校も残念ながら1名が体調不

良で出られなくなってしまいました。それでも、残ったメンバーが力を合わ

せ、出られなかったメンバーの分も頑張って演奏してくれました。他校の先

生方からも「楽しい演奏でした」「よく練習していますね」などお褒めの言

葉をいただくことができました。 

  吹奏楽部は、3月24日(日)に開催される「スプリングコンサート」では、

久しぶりに3年生も加わっての出演を予定しているそうです。冬の間に力

を付けた1，2年生と、中学校での最後の思い出のステージとなる3年生と

の素敵な演奏を楽しみにしたいと思います。 

管打楽器6重奏の演奏 

サクソフォン4重奏の演奏 


